令和５年度「志教育」実践事例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３　
	宮城県古川黎明高等学校



	志教育の
視点
	かかわる　・　もとめる　・　はたす



	活動名
	ＳＳ探究Ⅰ「大崎耕土フィールドワーク」、「おおさき小中学生自由研究チャレンジ交流会」等

	教科・領域等
	総合的な探究の時間，等

	活動学年等
	１学年、２学年

	ねらい
	「大崎耕土フィールドワーク」は、１学年ＳＳ探究Ⅰ（総合的な探究の時間）の学習の一環として取り組むことで、世界農業遺産としての大崎耕土に関する興味関心を高めるとともに、自然科学・農学・工学的な視点で課題を設定し、資料を活用しながら探究する態度を育成することをねらいとする。また、「おおさき小中学生自由研究チャレンジ交流会」とともに、地域との連携を深めコミュニケーションを図ることで地域の活性化の一助とする。



【活動内容】

１　生徒会キャッチフレーズ「全身全黎～さらなる高みを目指して～」
　古川高等女学校創立から数えて100有余年、県内公立学校初の中高一貫校として来年度で20周年を迎えようとしている本校ですが、今年度のキャッチフレーズは高校１年の髙橋れいらさんが提案した「全身全黎～さらなる高みを目指して～」に決定していました。このキャッチフレーズにした理由は「このキャッチフレーズには、黎明生全員が勉強や部活や生活を身も心も全てかける勢いで頑張って欲しいという思いが込められています。また、高みを目指して進んでいって欲しい、という願いを込めました。」ということでした。
　このすばらしいキャッチフレーズのもと、生徒一丸となって、未来の黎明の土台となるように諸活動に励んでいます。
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　 高校1年　SS探究Ⅰ　「大崎耕土フィールドワーク」




２　高校1年・ＳＳ探究Ⅰ「大崎耕土フィールドワーク」
　４月２６日、小雨降る春、１学年SS探究Ⅰの学習の一環で「蕪栗沼干拓」「品井沼干拓」「鳴子ダム・内川」の３つのコースに分かれてフィールドワークを行いました。
　治水や利水といった水管理をテーマに、世界農業遺産大崎耕土に関する興味関心を高めるとともに、自然科学・農学・工学的な視点で課題を設定し、資料を活用しながら探究する態度を育成することをねらいとして実施したものです。現場に行かないと得られない情報を持ち帰ろうと、どの生徒も意欲的に参加していました。

　　　　　〈蕪栗沼干拓コース〉見学地　　　　　　　　　　　　　〈品井沼干拓コース〉見学地　　　　　　　
　　　萱刈潜穴／八寸筒／蕪栗沼／田尻総合支所　　　　　　　鎌田記念ホール／鶴田川越水堤／元禄潜穴／明治潜穴
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〈鳴子ダムコース〉見学地　　　[image: ]
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　　　鳴子ダム
　　　　／岩出山・内川




３　第３回おおさき小中学生自由研究チャレンジ交流会
１０月１日(日)、パレットおおさきにおいて、第３回おおさき小中学生自由研究チャレンジ交流会を実施しました。
　当日は審査委員長の宮城教育大学 池山名誉教授、SSH運営指導委員長の東北大学 村松教授など多くの来賓を迎え、参加児童・生徒２８名の発表や表彰が行われました。はじめに本校高校2年生アドバンスコースの生徒が課題研究発表を行いました。続いて、参加した小学生の発表が行われました。指示棒を使ってはじめはやや緊張した面持ちで、しかし堂々と発表しました。発表後は高校生やティーチングアシスタントの大学生からの質問にも答え、高校や大学の先生からも助言や激励の言葉をもらいました。一人合計３回の発表のあとは、どの参加者も目の輝きが増していたようでした。
最優秀賞には「五稜郭の歴史とヒミツ」「かくりつ：クラスがえのシミュレーターの作成・実験」の２点、優秀賞には「床発電で冬の災害時、猫を暖められるか」「もやしの成長の違いを調べた！」「なぜシロナガスクジラは大きいのか」「アリの摂食行動について」「松かさの炭の活性化に関する研究」の５点が入賞し、どの研究も、データベース等を調べながら丹念に結論を導いたユニークで素晴らしい研究でした。参加者の皆さんの「なぜ？」を形にしようという前向きな姿に、本校の生徒達も大いに刺激を受けていた様子でした。
  おおさき小中学生自由研究チャレンジの作品を9月1日～13日で募集したところ、小中学生２８名から応募がありました。どの作品も、疑問や関心がストレートに研究に向けられており、研究内容や調査・実験の手法、図や絵の丁寧さは目を見張るものばかりでした。
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４　公開授業研究会開催「グループワークやICTの利活用等による深い学びの実践」
　１１月８日（金）、本校を会場に令和５年度公開授業研究会【ＳＳＨ研究開発報告会 兼 ＩＣＴ利活用授業公開】が開催されました。
　当日は中高の国語・数学・英語・地歴公民・理科・保健体育・SS探究等の教科においてタブレット端末やパソコンを使った授業公開が行われ、県内外の小・中・高等学校及び東北大学や宮城教育大学の先生方など３０数名の先生方をお迎えして公開授業が行われました。
　その後、全体会では「タブレット端末によるARを活用したPBL型の理科の授業」と題して、和歌山大学教育学部附属中学校教諭の矢野充博先生による講演会が行われ、理科とiPadの活用セミナーや各地でのサイエンスショーへの参加などの実践報告、さらにはロイロノートやApple Books、AR、VRを活用した学習など、ICT機材を活かした授業の取り組み方や探究授業への生徒の取り組ませ方などについてご講演いただきました。
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